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この規格は，工業標準化法第12条第1項の規定に基づき，日本規格協会(JSA)から団体規格(RFC 2045, RFC 2046, RFC 2047, RFC 2048, RFC 2049)を基に作成した工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。

JIS X 5810の規格群には，次に示す部編成がある。
JIS X 5810-1 多目的インターネットメール拡張(MIME)－第1部：インターネットメッセージ本体のフォーマット

JIS X 5810-2 多目的インターネットメール拡張(MIME)－第2部：メディア型

JIS X 5810-3 多目的インターネットメール拡張(MIME)－第3部：非ASCIIテキストへのメッセージヘッダ拡張

JIS X 5810-4 多目的インターネットメール拡張(MIME)－第4部：登録手続

JIS X 5810-5 多目的インターネットメール拡張(MIME)－第5部：適合基準
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X 5810-1：2006
多目的インターネットメール拡張(MIME)－第1部：インターネットメッセージ本体のフォーマット
Multipurpose Internet Mail Extensions (MIME) Part 1: Format of Internet Message Bodies
序文
この規格は，1996年11月にInternat Engineering Task Force (IETF)から公表されたRFC 2045“Multipurpose Internet Mail Extensions (MIME) Part One: Format of Internet Message Bodies”を翻訳し，技術的内容を変更することなく作成した日本工業規格(JIS)である。

1
導入
1.1
適用範囲

インターネット公式プロトコル規定STD 11であるRFC 822では，US-ASCIIメッセージヘッダについて多くの詳細を規定したメッセージ表現プロトコルを定義しているが，メッセージ内容，すなわちメッセージ本体については，構造のないUS-ASCIIテキストだけとしている。JIS X 5810の規格群は，多目的インターネットメール拡張又はMIMEと総称され，次のことを可能とするために，メッセージのフォーマットを再定義する。

a)
US-ASCII以外の文字集合でのテキストのメッセージ本体。
b)
非テキストのメッセージ本体のための異なるフォーマットの拡張集合。
c)
マルチパートのメッセージ本体。
d)
US-ASCII以外の文字集合でのテキストのヘッダ情報。
MIMEを規定するJIS X 5810は，RFC 934，STD 11及びRFC 1049に文書化されている初期の成果に基づくが，それらを拡張及び改訂する。RFC 822では，メッセージ本体についてはごくわずかに示しているだけなので，JIS X 5810の大部分は，RFC 822の改訂というより，RFC 822を補う。

JIS X 5810の最初であって，RFC 2045を原規定とするこの部(JIS X 5810-1)では，MIMEメッセージの構造を記述するために使用される多くのヘッダを規定する。2番目のRFC 2046を原規定とするJIS X 5810-2では，MIMEメディア型付けシステムの一般的構造を定義し，メディア型の初期集合を定義する。3番目のRFC 2047を原規定とするJIS X 5810-3では，インターネットメールヘッダフィールドの中で非US-ASCIIデータを可能にするためのRFC 822の拡張について記述する。4番目のRFC 2048を原規定とするJIS X 5810-4では，MIME関連機能のための多くのIANA登録手続について規定する。最後の5番目のRFC 2049を原規定とするJIS X 5810-5では，MIME適合基準について記述し，それと共に，幾つかのMIMEメッセージフォーマットの例示，貢献者及び参考文献を提供する。

RFC 2045(JIS X 5810-1), RFC 2046(JIS X 5810-2), RFC 2047(JIS X 5810-3), RFC 2048(JIS X 5810-4)及びRFC 2049(JIS X 5810-5)は，RFC 1521, RFC 1522及びRFC 1590の改訂であって，RFC 1521, RFC 1522及びRFC 1590はRFC 1341及びRFC 1342の改訂であった。JIS X 5810-5の附属書に，過去の版との違い及び変更について記述する。
1.2
概要

RFC 822は，1982年に出版されて以来，インターネットにおけるテキストのメールメッセージの標準フォーマットを定義してきた。このフォーマットは成功を収め，インターネット及びRFC 821で定義されるインターネットSMTPトランスポートの範囲外においても，RFC 822のフォーマットが全部又は一部採択されるなどしている。このフォーマットは，広範に使えるようにみえるが，利用者コミュニティにとって制約となる，数々の限界があることが，明らかになってきた。

RFC 822はテキストメッセージのためのフォーマットを規定することを想定していた。したがって，音声又は画像を含むかもしれないマルチメディアメッセージなどの，非テキストメッセージについては言及していない。テキストの場合であっても，US-ASCIIより豊富な文字集合の使用を必要とする言語を使うメール利用者の必要を満たさない。RFC 822は，音声，映像，アジア言語のテキスト，又は大部分の欧州言語のテキストでさえも，それらを含むメールのための機構を規定していないので，追加の規定が必要になる。

RFC 821及びRFC 822に基づくメールシステムの顕著な制限の一つは，電子メールメッセージの内容が，7ビットのUS-ASCIIの比較的短い行(例えば，1000文字以下 [RFC-821])に制限されていることである。このことは，局所的なメールUA(利用者エージェント，人間の利用者がメールを送信したり受信したりするプログラム)を起動する前に，テキストではない送りたいデータを，印字可能なUS-ASCII文字で表現される7ビットのバイト列に変換することを，利用者に強いる。インターネットで現在使われているこのような符号化の例には，純粋な16進数，uuencode，RFC 1421で規定される3-in-4 base 64方式，Andrewツールキット表現 [ATK]，及びその他の多くの符号化がある。

RFC 822ホストとX.400ホストとの間のメールメッセージの交換を可能にするために，ゲートウェイが設計されると，RFC 822メールの制限はさらに明らかになった。X.400 [X400] は，電子メールメッセージ内にテキストでないデータを含める機構を規定する。X.400メッセージにRFC 822メッセージを対応付けするための現在の規格は，テキストでないX.400のデータを，IA5Textフォーマットに(符号化するのではなく)変換するか，又は，RFC 822利用者に廃棄が起こったことを通知して廃棄するかのどちらかでなければならないことを規定する。このことは，利用者が受け取ることを望むかもしれない情報を失うので，明らかに好ましくない。利用者エージェントがテキストでないデータを処理する能力をもたない場合であっても，利用者は，データから利用可能な情報を抽出する機構をUAの外部にもっているかもしれない。さらに，こうした状況は，メッセージが最終的にX.400メッセージ通信処理システムへゲートウェイによって転送されて(すなわち，X.400メッセージがインターネットメールを通り抜けるだけで)，テキストでない情報が確かに再び使えるようになる，ということを許容しない。

この規格は，現存するRFC 822の世界に深刻な非互換性をもたらすことなしに，これらの問題の多くを解決するために組み合わせて使う，幾つかの機構について記述する。特に，次の四つの事項を記述する。

a)
MIME-Version(MIME版)ヘッダフィールド。 MIMEに適合するメッセージを宣言するために版番号を使用し，MIMEに適合するメッセージと，このようなフィールドがないことを仮定した旧式又は非適合のソフトウェアによって作成されたメッセージとを，メール処理エージェントが区別することを可能にする。

b)
Content-Type(内容型)ヘッダフィールド。 RFC 1049から一般化されたもので，メッセージの本体のデータのメディア型及び下位型を指定するため，並びにこれらのデータの本来の表現(正準形式)を完全に指定するために使用することができる。

c)
Content-Transfer-Encoding(内容転送符号化)ヘッダフィールド。本体に適用された符号化変換及びその結果の領域の双方を指定するのに使用することができる。同一(identity)変換以外の符号化変換は，通常，データ又は文字集合に制限をもつかもしれないメール転送機構を通り抜けることを可能にするために，データに適用される。

d)
Content-IDヘッダフィールド及びContent-Descriptionヘッダフィールド。本体内のデータをさらに記述するために使うことができる二つの追加のヘッダフィールドである。

この規格で定義されるすべてのヘッダフィールドは，RFC 822に規定されるヘッダフィールドの一般構文規則に従っている。特に，Content-Disposition(内容配置)を除くこれらのすべてのフィールドは，意味的な内容をもたずMIME処理中には無視することが望ましいRFC 822注釈を含むことができる。

最後に，相互運用性を規定し促進するため，JIS X 5810-5は，この規格に“適合”する最小限のレベルを定義する上記機構のサブセットのための，基本的な適用可能性宣言を提供する。

注記
MIMEを規定する規格に記述される機構の多くは，最初に読むときには，幾分不思議又は風変わりに思われるかもしれない。既存の規定との互換性及び既存の実践における頑健さは，この一連の規格群の原規定を作成した作業グループの，最優先事項のうちの二つであった。特に，互換性が，優雅さよりも，常に支持された。このプロトコルの標準化状況及び状態については，“インターネット公式プロトコル規定”の現在の版を参照されたい。RFC 822及びSTD 3であるRFC 1123も，MIMEの適合実装はそれらに違反できないため，MIMEの本質的な背景を供給している。加えて，他の多くの参考情報(Informational) RFC文書，特に，RFC 1344，RFC 1345及びRFC 1524は興味深いであろう。
2
定義、規約及び共通BNF文法
MIMEを規定する規格で規定される機構は，すべて通常の文章で記述されているが，そのほとんどはRFC 822の強化BNF記法を用いて形式的にも記述される。実装者は，MIMEを規定する規格を理解するためには，この記法に親しむ必要があり，強化BNF記法の完全な説明のためにRFC 822を参照する。

MIMEを規定する規格における強化BNFの幾つかは，RFC 822で定義される構文規則へ名前付きで参照されている。そのため，完全な形式文法は，MIMEを規定する規格の文法一覧の附属書と，RFC 822のBNF及びRFC 1123で定義されるRFC 822の修正(具体的には，“return”，“date”及び“mailbox”の構文の変更)とを組み合わせることによって得られる。

MIMEを規定する規格では，すべての数値及びオクテット値は，10進記法で与えられる。定義されているとおりの，すべてのメディア型値，下位型値及びパラメタ名は，大文字・小文字を区別しない。しかし，パラメタ値は，特定のパラメタで特に指定される場合を除いて，大文字・小文字を区別する。

注記
本質的な事項を失うことなく読み飛ばしてもよい，追加の非本質的な情報は，このような備考として提供する。これらの非本質的な備考の主な目的は，MIMEを規定する規格の理論的根拠についての情報を与えること，又はMIMEを規定する規格を適切な歴史的又は発展的な文脈に位置づけることである。これら情報は，とりわけ，適合した実装を構築することだけに注目している人々は読み飛ばしてもよいが，特定の設計上の選択が何故なされたかを理解したい人々には有用かもしれない。
2.1
CRLF(復帰改行)

用語CRLFは，MIMEを規定する規格では，CR(10進の値が13)及びLF(10進の値が10)の二つのUS-ASCII文字に対応し，この順番で一緒に用いられ，RFC 822メールでは行区切りを示している，オクテット列とする。
2.2
文字集合

用語“文字集合”は，MIMEでは，オクテット列を文字列に変換する方法とする。無条件であいまい性のない逆方向への変換は要求されないことに注意する。すなわち，一つの与えられた文字集合が，必ずしもすべての文字を表現できないともよいし，特定の文字列を表現するのに二つ以上のオクテット列を提供してもよい。

この定義は，US-ASCIIなどの単純な単一の表による対応付けから，ISO/IEC 2022の技法を使う複雑な表切換え方法まで，多くの種類の文字符号化を，文字集合として使用するために許すことが意図されている。しかし，MIME文字集合名に関連する定義は，実行される対応付けを完全に規定しなければならない。特に，正確な対応付けを決定する外部プロファイル情報を用いてはならない。

注記
用語“文字集合”は，元来は，1オクテットから1文字への単純な1対1写像(対応付け)をもつ，US-ASCII及びISO-8859-1といった単純な方式を記述するものであった。複数オクテット符号化文字集合及び切換え技法は，状況をより複雑にしている。例えば，ある人々は，MIMEでいうところの“文字集合(character set)”に対して，“文字符号化(character encoding)”という用語を使うが，オクテットではない整数から文字への抽象的な対応付けを表すのに語句“符号化文字集合(coded character set)”を使う。
2.3
メッセージ

用語“メッセージ”は，さらに限定されない場合には，ネットワークに転送される(完全又は最上位の)RFC 822メッセージを意味するか，又は“message/rfc822”若しくは“message/partial”の型で本体にカプセル化されたメッセージを意味する。
2.4
実体

用語“実体”は，特に，メッセージか，又はマルチパート実体の本体における複数の部分の一つか，それらのいずれかの，MIMEで定義されたヘッダフィールド及び内容とする。これら実体の規定が，MIMEの本質になっている。実体の内容は“本体”と呼ばれることが多いので，実体の本体について語ることは意味がある。実体のヘッダには，どのような種類のフィールドも存在してよいが，実際には，“content-”で始まるフィールドだけがMIMEに関係する意味をもつ。このことは，“content-”で始まらないフィールドが全く意味をもたないことを意味するわけではない。RFC 822で意味が定義されている非MIMEヘッダフィールドをもつメッセージも実体である。
2.5
本体部分
用語“本体部分”は，マルチパート実体の内部の実体とする。
2.6
本体

用語“本体”は，さらに限定されない場合には，実体の本体の意味とする。すなわち，メッセージ又は本体部分の本体とする。 

注記
2.3～2.6の四つの定義は，明らかに循環的である。MIMEメッセージ全体の構造は実際に再帰的なので，このことは避けられない。
2.7
7ビットデータ

7ビットデータ”は，CRLF行分離シーケンスの間の，998オクテット以下の相対的に短い行として表現されるデータとする[RFC-821]。10進の値が127より大きいオクテットがあってはならず，NUL(10進の値が0のオクテット)があってはならない。CR(10進の値が13)及びLF(10進の値が10)は，CRLF行分離シーケンスの一部としてだけ現れるものとする。
2.8
8ビットデータ

“8ビットデータ”は，CRLF行分離シーケンスの間の，998オクテット以下の相対的に短い行として表現されるデータとする[RFC-821]。10進の値が127より大きいオクテットを用いてもよい。7ビットデータと同様に，NULがあってはならず，CR(10進の値が13)及びLF(10進の値が10)は，CRLF行分離シーケンスとしてだけ現れるものとする。
2.9
2値データ

“2値データ”は，どのようなオクテットの列も含むことができるデータとする。
2.10
行

“行”は，CRLFシーケンスによって分離された，オクテットの列として定義される。この定義は，RFC 821及びRFC 822の両方と整合している。“行”は，メッセージの中のデータの単位としてだけ参照され，利用者エージェントが実際に表示するものと対応していてもよいし，対応していなくてもよい。
3
MIMEヘッダフィールド
MIMEは，MIME実体の内容を記述するために使用される多くの新しいRFC 822ヘッダフィールドを定義する。これらのヘッダフィールドは，少なくとも次の二つの文脈で出現する。

a)
通常のRFC 822メッセージヘッダの一部として。
b)
マルチパート構成内でMIME本体部分ヘッダの中で。
これらのヘッダフィールドの形式定義は，次のとおりとする。

entity-headers := [ content CRLF ]



[ encoding CRLF ]



[ id CRLF ]



[ description CRLF ]



*( MIME-extension-field CRLF )


MIME-message-headers := entity-headers



fields



version CRLF



; このBNF定義が含むヘッダフィールドの順序付けは,



; 無視するほうがよい。


MIME-part-headers := entity-headers



[ fields ]



; “content-”で始まらないすべてのフィールドは,



; 定義された意味をもつことはできず，無視してよい。



; このBNF定義が含むヘッダフィールドの順序付けは,



; 無視するほうがよい。
種々の特定のMIMEヘッダフィールドの構文は，4以降に示す。
4
MIME-Version(MIME版)ヘッダフィールド
1982年にRFC 822が公開されて以来，それがインターネットメッセージのフォーマット規定として唯一のものであり，使われているフォーマットの規定を宣言する必要性はほとんど認知されていなかった。この規格は，RFC 822を補完する独立の規定とする。この規格で，拡張は，RFC 822と互換性のある方法で定義されてはいるが，そうであっても，新しい規定を用いてメッセージが作成されたかどうかを，メール処理エージェントが知っていることが好ましいかもしれない状況が存在する。

そのために，この規格は，使われているインターネットメッセージ本体のフォーマット規定の版を宣言するために使用する，新しいヘッダーフィールド“MIME-Version”を定義する。

この規格に従って作成されるメッセージは，このヘッダフィールドを，次のテキストをそのまま，含まなければならない。

MIME-Version: 1.0
このヘッダフィールドがあることは，メッセージがこの規定に従って作成されていることを明言している。

将来の規定がメッセージフォーマットの規定を再び拡張するかもしれないことを可能とするので，MIME-Versionフィールドの内容のための形式BNFは，次による。


version := "MIME-Version" ":" 1*DIGIT "." 1*DIGIT

そこで，“1.0”を置き換える又は拡張するかもしれない，将来のフォーマット指定子は，ピリオドで分離された二つの整数フィールドに制限される。“MIME-Version”値が“1.0”以外のメッセージを受け取る場合，この規定に適合するとみなすことはできない。

MIME-Versionヘッダフィールドは，メッセージの最上位に要求されることに注意する。マルチパート実体のそれぞれの本体部分には要求されない。“message/rfc822”型又は“message/partial”型の本体に組み込まれたヘッダに対しては，組み込まれたメッセージそれ自体がMIME適合になっていると主張される場合にだけ，要求される。

この規定で定義されるとおりにMIMEと適合するメールリーダが，将来到着するかもしれない“1.0”以外のMIME-Versionの値をもつメッセージをどう扱うのがよいかを，完全に規定することは可能ではない。

特定のメディア型の版管理は，MIME-Version機構を使っては，達成されないことに注意する。特に，application/postscriptといった幾つかのフォーマットは，メディアフォーマット内部に版番号付け規約をもつ。これら規約が存在する場合には，MIMEはそれにとって代わることはしない。これら規約が存在しない場合には，必要があれば，MIMEメディア型は，内容型フィールドの中で“version”パラメタを使うかもしれない。

注記
MIME-Versionの値を検査するとき，RFC 822注釈文字列がある場合には，それらを無視しなければならない。特に，次の四つのMIME-Versionフィールドは等価とする。


MIME-Version: 1.0


MIME-Version: 1.0 (produced by MetaSend Vx.x)


MIME-Version: (produced by MetaSend Vx.x) 1.0


MIME-Version: 1.(produced by MetaSend Vx.x)0

MIME-Versionフィールドがなかった場合，受信側のメール利用者エージェントは，MIME要件に適合していてもしていなくても，局所的な規約に基づき，メッセージの本体を解釈することを選んでよい。多くのこれら規約は現在使われており，実際には非MIMEメッセージが，ほとんど何でも含むことができることに注意したほうがよい。

非MIMEメールメッセージが，実際にUS-ASCII文字集合を用いたプレーンテキストであるかは，確実ではない。これは，MIME以前の非標準の局所的な規約の集合を使って，他の文字集合を用いたテキスト，又は例えば圧縮(compress)されてuuencodeされたUNIX tarファイルなどの，自動的には認識できない方法によって表現されたテキストでないデータを含むメッセージであるかもしれないことによる。
5
Content-Type(内容型)ヘッダフィールド
Content-Typeフィールドの目的は，受信側の利用者エージェントが，利用者にデータを表示するために，適切なエージェント若しくは機構を選ぶこと，又は適切な方法でデータを扱うことができるほど十分に，本体に含まれるデータを記述する。このフィールドに含まれる値は，メディア型と呼ばれる。

注記
Content-Typeヘッダフィールドは，最初，RFC 1049で定義された。RFC 1049では，より単純で強力ではない構文を使っていたが，その多くは，この規格(及び原規定のRFC 2045)で与える機構と互換性がある。

Content-Typeヘッダフィールドは，メディア型及び下位型の識別子を与えること，及び特定のメディア型に要求されてもよい補助情報を提供することによって，実体の本体中のデータの性質を指定する。メディア型及び下位型の名前の後の，ヘッダフィールドの残りは，単に，“属性=値”の記法で指定されたパラメタの集合とする。パラメタの順番は意味をもたない。

一般に，最上位のメディア型は，データの一般的な型を指定し，下位型は，そのデータの型に対する特定のフォーマットを指定する。そこで，メディア型“image/xyz”は，利用者エージェントが“xyz”という特定の画像フォーマットを知らなかったとしても，データが画像であることを知らせるのに十分である。これら情報は，例えば，認識されない下位型からの生データを利用者に見せるかどうかを決定するのに使うことができる。これら動作は，テキストの認識されない下位型に対しては理にかなっているかもしれないが，画像又は音声の認識されない下位型に対してはそうでないかもしれない。この理由から，テキスト，画像，音声及び映像の登録された下位型は，実際には異なる型となる組込み情報を含まないほうがよい。これら複合フォーマットは，“multipart”型又は“application”型を用いて表したほうがよい。

パラメタは，メディア下位型の修飾子であって，内容の性質には，基本的には影響しない。意味のあるパラメタの集合は，メディア型及び下位型に依存する。ほとんどのパラメタは，単一の特定の下位型に関連する。ただし，与えられた最上位のメディア型が，その型のどの下位型へも適用可能なパラメタを定義してもよい。内容型又は下位型の定義によって，パラメタは必須であってもよいし，オプションであってもよい。MIME実装は，認識しない名前のパラメタを無視しなければならない。

例えば，“charset”パラメタは，“text”のあらゆる下位型に適用できるが，“boundary”パラメタは，“multipart”メディア型のあらゆる下位型に要求される。

すべてのメディア型に適用される大域的に意味のあるパラメタは存在しない。真に大域的な機構は，MIMEモデルでは，付加的なContent-*ヘッダフィールドの定義によって，最もよく言及される。

七つの最上位メディア型の初期集合は，JIS X 5810-2で定義される。そのうち五つは，MIME処理が関係する限りにおいては，本質的に不透明な内容をもつ別々の型とする。残りの二つは，MIME処理系によって追加の処理が必要な内容の複合型とする。

最上位メディア型のこの集合は，実質的に，完全となることを意図されている。一般に，サポートされる型のより大きな集合への追加は，これら初期の型の新しい下位型を作ることによって，達成される。将来，この規定への標準化手続き拡張によってだけ，より多くの最上位の型を定義してよい。何らかの理由によって他の最上位型を使うことが望ましい場合，非標準の状況を示すため，及び将来の公式の名前と衝突する可能性を避けるために，その型には，“X-”で開始する名前を与えなければならない。

5.1
Content-Typeヘッダフィールドの構文
Content-Typeヘッダフィールドの値は，RFC 822の強化BNF記法を用いて，次のとおりに定義される。


content := "Content-Type" ":" type "/" subtype



*(";" parameter)



; メディア型及び下位型の合致は，



; 常に大文字・小文字を区別しない。


type := discrete-type / composite-type


discrete-type := "text" / "image" / "audio" / "video" /



"application" / extension-token


composite-type := "message" / "multipart" / extension-token


extension-token := ietf-token / x-token


ietf-token := <標準化手続きRFCによって定義され，IANAで登録された拡張トークン>


x-token := <“X-”又は“x-”の2文字で始まり，空白を含まない，任意のトークン。>


subtype := extension-token / iana-token


iana-token := <公式に定義された拡張トークン。



この形式のトークンは，JIS X 5810-4で規定されるとおりに



IANAに登録されなければならない。>


parameter := attribute "=" value


attribute := token



; 属性の合致は，



; 常に大文字・小文字を区別しない。


value := token / quoted-string


token := 1*<SPACE，CTL，tspecialsを除く，任意の(US-ASCII) CHAR>


tspecials := "(" / ")" / "<" / "gt;" / "@" /



"," / ";" / ":" / "\" / <"gt;



"/" / "[" / "]" / "?" / "="



; パラメタ値内で使うため，



; quoted-stringでなければならない。

tspecialsの定義は，“/”，“?”及び“=”の3文字を追加したこと，並びに“.”を削除したこと以外は，RFC 822のspecialの定義と同じであることに注意する。

下位型の指定は必須であることにも注意する。すなわち，下位型の指定は，Content-Typeヘッダフィールドから省いてはならない。このように，デフォルトの下位型は存在しない。

型名，下位型名及びパラメタ名は，大文字・小文字を区別しない。例えば，TEXT，Text及びTeXtは，等価な最上位のメディア型とする。パラメタ値は，通常，大文字・小文字を区別するが，意図される使用によっては，大文字・小文字を区別しないように解釈されることがある。例えば，マルチパート境界は大文字・小文字を区別するが，message/External-bodyの“access-type”パラメタは大文字・小文字を区別しない。

引用文字列(quoted string)パラメタの値は引用符を含まないことに注意する。すなわち，quoted-stringの中の引用符はパラメタ値の一部ではなく，単にパラメタ値を区切るのに使われる。さらに，構造化ヘッダフィールドに関するRFC 822規則に従う注釈は許される。そこで，次の二つの形式は完全に等価とする。


Content-type: text/plain; charset=us-ascii (Plain text)


Content-type: text/plain; charset="us-ascii"

この構文以外の，下位型名の定義における構文上の唯一の制約は，それらの使用は重複してはならないという要求とする。すなわち，二つの異なる意味の“Content-Type: application/foobar”を使う，二つの異なるコミュニティがあることは望ましくない。そこで，新しいメディア下位型を定義する過程は，制限を課すための機構を意図しているのでなく，単純にそれらの定義及び使い方を公にする機構とする。そのために，新しいメディア下位型を定義するための受け入れ可能な次の二つの機構が存在する。

a)
“X-”で始まる私的な値は，外部での登録又は標準化なしに二つの協力的エージェントの間で双方で(合意して)定義してよい。これら値は，登録又は標準化することはできない。 

b)
新しい標準の値は，JIS X 5810-4に記述されるとおりにIANAで登録するほうがよい。 

MIMEを規定する2番目の規格（JIS X 5810-2）では，MIMEのメディア型の初期集合を定義する。
5.2
Content-Typeデフォルト

MIMEのContent-TypeヘッダなしのデフォルトのRFC 822メッセージは，このプロトコルによって，US-ASCII文字集合によるプレーンテキストとされ，明示的に次のとおりに指定できる。


Content-type: text/plain; charset=us-ascii

このデフォルトは，Content-Typeヘッダフィールドが指定されなかった場合を想定している。構文的に有効でないContent-Typeヘッダフィールドに遭遇したときにも，このデフォルトを想定することが望ましい。MIME-Versionヘッダフィールドが存在し，Content-Typeヘッダフィールドが存在しない場合，受信側の利用者エージェントは，プレーンUS-ASCIIテキストが送信者の意図であったと想定することもできる。MIME-Versionが存在しない，又は構文上有効でないContent-Typeヘッダフィールドが存在する場合であって，送信者の意図が違っていたかもしれない場合であっても，プレーンUS-ASCIIテキストを想定してもよい。
6
Content-Transfer-Encoding(内容転送符号化)ヘッダフィールド
電子メールによって便利に転送できる多くのメディア型は，8ビット文字又は2値データとして，“自然な”フォーマットで表現される。これらデータは，幾つかの転送プロトコルでは伝送することができない。例えば，RFC 821 (SMTP) は，メールメッセージを，末尾のCRLF行分離子を含む1000文字以下の行をもった7ビットUS-ASCIIデータに制限する。

したがって，これらデータを7ビットの短い行のフォーマットに符号化する標準的な機構を定義する必要がある。制限の少ないトランスポート上での直接使用のために，制限の少ないフォーマットの中での符号化されていないデータを適切にラベル付けすることも望まれる。この規格は，これら符号化が新しい“Content-Transfer-Encoding”ヘッダフィールドによって指示されることを規定する。このフィールドは，今までのいかなる規定によっても定義されていない。

6.1
Content-Transfer-Encoding構文

Content-Transfer-Encodingフィールド値は，次に列挙されるとおり，符号化の型を指定する単一トークンとする。形式文法は次による。


encoding := "Content-Transfer-Encoding" ":" mechanism


mechanism := "7bit" / "8bit" / "binary" /



"quoted-printable" / "base64" /



ietf-token / x-token

これらの値は大文字・小文字を区別しない。Base64，BASE64及びbAsE64はすべて等価とする。7BITの符号化型は，本体が既に7ビットメールに使える表現であることを要求する。これは，デフォルト値とする。すなわち，Content-Transfer-Encodingフィールドがない場合は，“Content-Transfer-Encoding: 7BIT”が仮定される。
6.2
Content-Transfer-Encodingセマンティクス
この単一のContent-Transfer-Encodingトークンは，実際には，二つの情報を提供する。これは，本体がどんな種類の符号化変換に従っているか，そのために，それを元の形式に戻すためにどの復号操作が使わなければならないか，及び結果の領域が何になるかを指定する。

Content-Transfer-Encodingの変換部は，符号化されたオクテットのいかなる列に対しても，符号化される前の元のオクテット列に変換するか，又は符号化列として不正であることを示すかのいずれかを行う，単一の明確に定義された復号アルゴリズムを，明示的に又は暗黙的に，指定する。Content-Transfer-Encodingは，適切な操作のために追加される外部プロファイル情報に依存することはない。復号器は，有効な符号化に対して，単一の明確に定義された出力を生成しなければならないが，符号化器にはこのような制限はないことに注意する。すなわち，与えられたオクテット列を，異なっている等価な符号化列へと符号化することは完全に正しい。

同一(符号化変換)，“quoted-printable”(印字可能引用)符号化及び“base64”符号化の三つの変換が，現在定義されている。その(変換の)領域は，“binary”，“8bit”及び“7bit”とする。

Content-Transfer-Encoding値の“7bit”，“8bit”及び“binary”は，すべて同一符号化変換が成されること，すなわち，いかなる符号化変換も成されないことを意味する。このように，それらは単に本体データの領域の指示子として役に立ち，与えられたトランスポートシステムにおいて転送のために必要かもしれない符号化の種類についての有用な情報を提供する。用語“7ビットデータ”，“8ビットデータ”及び“2値データ”は，すべて2.で定義されている。

quoted-printable符号化及びbase64符号化は，任意の領域からの入力を“7ビット”範囲のデータへと変換するので，制限のあるトランスポート上で運ぶことを安全にする。変換の特定の定義は，次のとおり。

正しいContent-Transfer-Encodingラベルが常に使われなければならない。8ビット文字を含む符号化されていないデータを“7bit”とラベル付けしてはならず，行に基づかない符号化されていないデータを“binary”以外にラベル付けしてはならない。

メディア下位型と違って，Content-Transfer-Encoding値の増加は好ましくないし不必要でもある。しかし，“7bit”領域への単一の変換だけを制定することはできそうにない。多くのバイナリデータの小規模で効率的な符号化に対する要望と，ほとんどが7ビットだがすべてではないデータのある程度可読性のある符号化に対する要望との間にはトレードオフが存在する。この理由によって，少なくとも二つの符号化機構，すなわち，多かれ少なかれ可読性のある符号化(quoted-printable)及び“密な”又は“一様な”符号化(base64)が，必要になる。

符号化されていない8ビットデータのメールトランスポートは，RFC 1652で定義されている。この規格の原規定の初期の公開のときには，メール本体に符号化されていないバイナリデータを含めるのに適正な，標準化されたインターネットメールトランスポートは存在しなかった。そこで，インターネットメールにおいて“binary”Content-Transfer-Encodingが実際に有効である状況は存在しなかった。しかし，2値メールトランスポートがインターネットメールで現実のものとなるか，又はMIMEが他の2値可能なメールトランスポート機構と一緒に使われる場合には，2値の本体は，この機構を使うものとしてラベル付けされなければならない。

注記
Content-Transfer-Encodingフィールドのために定義される五つの値は，そのフィールドが符号化されたアルゴリズム，又は符号化されない場合にはトランスポートシステム要件以外は，メディア型について何も示唆しない。

6.3
新しいContent-Transfer-Encoding
実装者は，必要ならば，私的Content-Transfer-Encoding値を定義してよいが，例えば，“Content-Transfer-Encoding: x-my-new-encoding”など，非標準の状態を示す“X-”で始まる名前の，x-tokenを使わなければならない。追加の標準化されたContent-Transfer-Encoding値は標準化手続RFCによって規定されなければならない。これら規定が満たさなければならない要件は，JIS X 5810-4で与えられる。このようにして，“X-”で始まるものを除き，すべての内容転送符号化の名前空間は，IETFで将来の使用のために明示的に予約されている。

注記
Content-Transfer-Encoding値は大文字・小文字を区別しないので，“X-”と“x-”とは同等である。

メディア型及び下位型と異なり，新しいContent-Transfer-Encoding値の生成は，ほとんど可能性のない利益のために互換性を妨げることが多いと考えられるので，強く非推奨とする。

6.4
解釈及び使用

Content-Transfer-Encodingヘッダフィールドが，メッセージヘッダの一部として現れる場合，そのメッセージの本体全体に適用される。Content-Transfer-Encodingヘッダフィールドが，実体ヘッダの一部として現れる場合，その実体全体に適用される。実体が“multipart”の型である場合，Content-Transfer-Encodingは，“7bit”，“8bit”又は“binary”以外の値をもってはならない。“message”型の幾つかの下位型へは，さらに厳しい制限を適用する。

ほとんどのメディア型は，ビットでなくオクテットを用いて定義されていて，ここで示される機構は，ビットストリームではなく，任意のオクテットストリームを符号化するための機構となっていることに注意するほうがよい。これらの機構のうちの一つを通してビットストリームが符号化される場合，ネットワークで標準のビット順(big-endian)，すなわち，ストリームの中で最初の方のビットが，8ビットバイトの中の高位ビットになるように，まず最初にビットストリームが8ビットバイトストリームに変換されなければならない。8ビット境界で終わらないビットストリームは，0を用いてパディングされなければならない。JIS X 5810-2は，“padding”パラメタをもつapplication/octet-streamメディア型の場合に，それらパディングの追加に言及する機構を提供する。

ここで定義する符号化機構は，US-ASCIIのすべてのデータを明示的に符号化する。そこで，例えば，次のヘッダフィールドをもつ実体を想定する。


Content-Type: text/plain; charset=ISO-8859-1


Content-transfer-encoding: base64

これは，本体が，元はISO-8859-1だったデータのbase64 US-ASCII符号化であって，復号後は，その文字集合になることを意味すると，解釈されなければならない。

あるContent-Transfer-Encoding値は，あるメディア型だけに使われてもよい。特に，複合的なメディア型，すなわち，他のContent-Typeフィールドを再帰的に含むメディア型をもつ，“7bit”，“8bit”又は“binary”以外の符号化を使用することは，明確に禁止される。現在，複合的なメディア型は，“multipart”及び“message”だけとする。multipart又はmessageの型の本体のために望まれるすべての符号化は，符号化されることが必要な実際の本体を符号化することによって，最も内側のレベルでなされなければならない。

定義によって，複合的な実体が“7bit”といった転送符号化値をもつが，それに取り囲まれた実体の一つが“8bit”といったより制限のゆるい値をもつ場合，外側の“7bit”というラベル付けは，8ビットデータが含まれているので，エラーであるか，又は内側の“8bit”というラベル付けは，実際に含まれているデータが実は7ビット安全なデータだったので，トランスポートシステムに不必要な高い要求を課すことになる，ということにも注意する。

注記
複合的な本体データに内容転送符号化(content-transfer-encoding)を使うことを禁止するのは過度に制限的と思われるかもしれないが，これは，データが一つの符号化アルゴリズムを複数回通過し，適切に見るために複数回復号をしなければならないという，入れ子になった符号化を防ぐために必要とする。入れ子になった符号化は，利用者エージェントに相当な複雑さを加える。これら複数回符号化の明白な効率の問題とは別に，入れ子になった符号化は，メッセージの基本構造を不明りょうにすることがある。特に，入れ子になった符号化は，メッセージがどんな型の本体を含むかを単に見つけるために，何回もの復号操作が必要になることを示唆する。入れ子になった符号化を禁止することは，特定のメールゲートウェイの仕事を複雑にするかもしれないが，入れ子になった符号化が利用者エージェントへ及ぼす影響に比べれば，問題が少ないように思われる。

認識されないContent-Transfer-Encodingをもつ実体は，Content-Typeヘッダフィールドに実際に何と書いてあるかにかかわらず，“application/octet-stream”のContent-Typeをもつものとして取り扱われなければならない。

注記
Content-Transfer-Encodingは，符号化されるメディアの特質から推測できるか，又は少なくともあるContent-Transfer-Encodingを特定のメディア型とともに使用するのが必須となるものと思われるかもしれない。これが事実でない幾つもの理由がある。まず，メールに使われるトランスポートの様々な型を与えられた場合，ある符号化はメディア型とトランスポートとのある組合せに対して適切だが，他の組合せには適切でなくともよい。例えば，8ビットトランスポートでは，特定の文字集合によるテキストに対して符号化は必要でないが，7ビットSMTPでは，それら符号化が明白に必要とされる。

次に，特定のメディア型は，異なる状況では異なる型の転送符号化を要求することがある。例えば，多くのPostScriptの本体は，全体的には7ビットデータの短い行から構成されるかもしれないので，その場合，符号化は必要でない。他のPostScriptの本体，特に，レベル2 PostScriptの2値符号化機構を使った本体は，2値トランスポート符号化を使った場合にだけ適切に表現されてよい。最後に，Content-Typeフィールドは拡張可能な指定機構となることを意図しているので，メディア型と符号化との間の関連の厳密な指定が，応用プロトコルの指定と特定の下位トランスポートとを効果的に結びつけることになる。このことは，メディア型の開発者が，使われているすべてのトランスポート及びそれらの制限について意識しなければならないので，好ましくない。

6.5
符号化の変換
quoted-printable符号化及びbase64符号化は，それらの間の変換が可能なように設計されている。これら変換において生じる唯一の課題は，quoted-printable符号化出力での指定(hard)行区切りの扱いである。quoted-printableからbase64に変換するとき，quoted-printable形式の指定(hard)行区切りは，データの正準形式のCRLF列で表現される。そこで，その行区切りは，データのbase64形式での対応する符号化されたCRLFへ変換されなければならない。同様に，base64復号後に得られるデータの正準形式でのCRLF列は，テキストデータを変換するときにだけ，quoted-printableでの指定(hard)行区切りに変換されなければならない。
6.6
正準符号化モデル

この規格の原規定であるRFCの以前の版では，電子メールデータが正準形式に変換され符号化されるときのモデルについて，特に，システムごとに改行の表現が非常に異なっているときに，この(変換)処理が，CRLFの振る舞いにどう影響するか，及び内容転送符号化と文字集合との間の関係にどう影響するかについて，多少の混乱があった。この理由から，符号化のための正準モデルが，JIS X 5810-5で提示される。
6.7
Quoted-Printable(印字可能引用)Content-Transfer-Encoding
Quoted-Printable符号化は，大部分がUS-ASCII文字集合の中の印字可能文字に対応するオクテットから構成されるデータを表現することを意図している。この符号化は，結果として生じるオクテットがメールトランスポートによって修正されることはまずないといった方法で，データを符号化する。符号化されるデータがほとんどUS-ASCIIテキストの場合，データの符号化された形式は，人によって大部分認識可能なままになっている。全体がUS-ASCIIである本体も，文字変換及び/又は行折返しを行うゲートウェイをメッセージが通過する場合に，データの完全性を保証するために，Quoted-Printableによって符号化してもよい。

この符号化では，オクテットは，次の規則によって決定されるとおりに表現されるのが望ましい。
a)
一般8ビット表現
符号化されるデータの正準形式(標準形式)のCRLF行区切りの一部であるCR又はLFを除くあらゆるオクテットは，一つの“=”にそのオクテットの値の16進表現の二つの数字(2けたの16進数)を続けたもので表してよい。この目的のために使う16進の数字は，“0123456789ABCDEF”とする。大文字を使わなくてはならず，小文字は使ってはならない。例えば，10進の値が12(US-ASCII form feed)は“=0C”で表現でき，10進の値が16(US-ASCII EQUAL SIGN)は“=3D”で表現できる。後続の規則が代替の符号化を許す場合を除き，この規則には従わなければならない。 

b)
文字表現
10進の値が33以上60以下及び62以上126以下のオクテットは，それらのオクテットに対応するUS-ASCII文字，それぞれ，EXCLAMATION POINTからLESS THANまで及びGREATER THANからTILDEまで，として表現してよい。 

c)
空白
10進の値が9及び32のオクテットは，US-ASCIIのTAB(HT)文字及びSPACE文字として表現してよいが，符号化された行の末尾で表現してはならない。そこで，符号化された行のTAB(HT)文字及びSPACE文字には，印字可能文字がその行で後続しなければならない。特に，符号化された行の末尾の“=”は，無指定(soft)行区切り(5番目の規則を参照)を示しているが，一つ以上のTAB(HT)文字又はSPACE文字に続いてもよい。これは，符号化された行の末尾で10進の値が9又は32のオクテットは，1番目の規則によって表現されなければならないことに従っている。MTA[Message Transport Agent(メッセージ転送エージェント)，すなわち，一人の利用者から他の利用者へのメッセージを転送する，又はそれら転送の一部を実行するプログラム]の中には，テキストの行をSPACEでパディングするものがあることが知られていて，さらに行末から“空白”文字を取り除くものも知られているので，この規則が必要になる。そのために，中間の転送エージェントによって空白が加えられることが避けがたいので，Quoted-Printable本体を復号するとき，行の末尾についているすべての空白を削除しなければならない。
d)
改行
テキストの正準形式ではCRLF列として表現される，テキスト本体中の行区切りは，Quoted-Printable符号化では，やはりCRLF列であるRFC 822の行区切りによって表現されなければならない。テキスト以外のメディア型の正準表現は一般にはCRLF列としての行区切りの表現を含まないので，指定(hard)行区切り(すなわち，意味があり，利用者に表示されることを意図している行区切り)は，これらの型のquoted-printableには出現できない。もちろん，quoted-printableで表現されたテキストでないデータには，“=0D”,“=0A”,“=0A=0D”及び“=0D=0A”といった列は，機械的に現れることがある。
多くの実装は，まず正準形式に変換し，符号化し，それから局所的な表現に戻すのではなく，直接に様々な内容型の局所的な表現を符号化することを選んでもよいことに注意する。特に，このことを，CRLF終端子列ではない改行規約を使うシステムで，プレーンテキストのデータに適用してもよい。このような実装の最適化は許されるが，(それと)組み合わされた正準化符号化の段階が，三つの段階を別々に実施するのと等価な場合だけに限る。 

e) 無指定(soft)行区切り 

Quoted-Printable符号化では，符号化された行が76文字を超えてはならない。Quoted-Printable符号化でそれより長い行が符号化される場合，“無指定(soft)”行区切りが使われなければならない。符号化された行の最後の文字としての等号は，符号化されたテキストの中で意味がない“無指定(soft)”行区切りを示す。 

そこで，行の“元の(raw)”形式が，次の符号化されていない単一の行の場合を考える。


Now's the time for all folk to come to the aid of their country.

Quoted-Printable符号化では，これを次のとおりに表せる。


Now's the time =


for all folk to come=


to the aid of their country.

これは，利用者エージェントによって元に戻されるといった方法で，長い行を符号化する機構を提供する。76文字制限は，末尾のCRLFを数えないが，等号を含めた他のすべての文字を数える。

ハイフン文字(“-”)は，それ自体，Quoted-Printable符号化で表現してよいので，一つ以上のマルチパート実体の内部にquoted-printableで符号化された本体をカプセル化するときには，その境界区切り子1) が，符号化された本体のどこにも現れないことを保証するために，注意をしなければならない。よい戦略としては，quoted-printable(で符号化された)本体には現れることのない“=”といった文字列を境界に選ぶことがある。JIS X 5810-2のマルチパートメッセージの定義を参照すること(1)。

注1)
JIS X 5810-2において，境界区切り子は，ハイフン文字を使って定義されている。
注記
quoted-printable符号化は，可読性と転送における信頼性との折衷的なものを表現している。quoted-printable符号化で符号化された本体は，ほとんどのメールゲートウェイにおいて高い信頼性で動作するが，少数のゲートウェイ，特に，EBCDICへの変換を伴うものでは完全には動かないかもしれない。より高いレベルの信頼性は，base64 Content-Transfer-Encodingによって提供される。EBCDICゲートウェイを通る妥当な信頼性のある転送を得る方法は，1番目の規則に従って，次のUS-ASCII文字も，quoted-printable符号化することである。
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quoted-printableデータは一般に行に基づくことを仮定しているので，改行規約の異なるシステム間で渡されるとき，インターネットメールにおいてプレーンテキストメールが常に変更されてきたのと同じ様に，quoted-printableデータの行の間の区切りの表現は，転送中に変更されるかもしれないと予想される。これら変更が，データの変造を引き起こす可能性がある場合，quoted-printable符号化ではなく，base64符号化を使うことが恐らくより賢明といえる。

注記
quoted-printable内容転送符号化のための符号化規則に従って，ある種の部分文字列を生成することはできない。したがって，quoted-printable符号化器の出力にそれらが出現する場合は，形式的には不正とする。この備考は，これらの場合を列挙し，復号されるquoted-printableデータの中で次のどれかに出会う場合，それら不正な部分文字列を取り扱う方法を示す。

a)
一つ又は両方が“abcdef”のうちのいずれかの小文字となっている二つの16進数字に後続される“=”は，形式的には不正とする。頑健な実装は，それらを対応する大文字として認識するとよいかもしれない。
b)
“abcdef”の場合を含む16進の数字でなく，CRLF対のCR文字でもない文字に後続される“=”は，不正とする。この場合は，それ自体がquoted-printable符号化に従っていない，メッセージのquoted-printable部分に含まれている，US-ASCIIテキストの結果の可能性がある。頑健な実装による理にかなった方針は，復号されたデータに，“=”文字及びそれに後続する(一つの)文字を変換せずに含ませ，可能な場合には，利用者に，データのこの箇所で適切な復号ができなかったことを示すことかもしれない。
c)
“=”は，符号化されたオブジェクトの中で最後又は最後から2番目の文字となることはできない。これは，前項の場合として取り扱ってよい。
d)
TAB，又はCRLF対の一部としてのCR及びLF，以外の制御文字は現れてはならない。10進の値が126より大きい値のオクテットに対しても同じとする。それら文字が，復号器によって，到着したquoted-printableデータの中に発見された場合，頑健な実装は，復号されたデータからそれら文字を除外し，利用者に不正文字が発見されたことを警告するとよいかもしれない。
e)
符号化した行は，末尾のCRLFを数えずに，76文字より長くてはならない。より長い行が到着した符号化されたデータの中に発見された場合，頑健な実装は，エラーではあるがその行を復号し，利用者にエラーのある符号化であることを報告するとよいかもしれない。
注記
2値データがquoted-printableで符号化される場合，CR文字及びLF文字をそれぞれ“=0D”及び“=0A”として符号化することに注意しなければならない。特に，2値データでのCRLF列は，“=0D=0A”と符号化するのがよい。そうでない場合であって，CRLFが指定(hard)行区切りとして表現される場合，異なった行区切り規約をもつプラットホームでは，正しく復号されないかもしれない。

quoted-printableデータの構文は，次の形式文法で記述される。


quoted-printable := qp-line *(CRLF qp-line)


qp-line := *(qp-segment transport-padding CRLF)


qp-part transport-padding


qp-part := qp-section



; 最大長76文字。


qp-segment := qp-section *(SPACE / TAB) "="



; 最大長76文字。


qp-section := [*(ptext / SPACE / TAB) ptext]


ptext := hex-octet / safe-char


safe-char := <10進の値が33～60及び62～126をもつ任意のオクテット>



; さらに，JIS X 5810-5の“mail-safe”の一覧にない



; 文字も推奨しない。


hex-octet := "=" 2(DIGIT / "A" / "B" / "C" / "D" / "E" / "F")



; 127より大きな文字，=，又は行末のSPACE若しくはTABには



; オクテットが使われなければならず，



; JIS X 5810-5で“mail-safe”の一覧にない文字のためには



; オクテットが推奨される。


transport-padding := *LWSP-char



; 送信者は，長さが0ではないトランスポート



; パディングを生成してはならないが，



; 受信者は，メッセージトランスポート



; によって追加されたパディングを



; 処理できなければならない。

このBNFでは構造化ヘッダフィールドを規定していないので，このBNFに示される要素間でのLWSPの追加は許されない。このことは，重要である。

6.8
Base64 Content-Transfer-Encoding

Base64 Content-Transfer-Encodingは，任意のオクテット列を，人が読めなくともよい形式で，表現するために設計された。符号化及び復号のアルゴリズムは単純だが，符号化されたデータは，符号化されていないデータに比べ，一貫しておよそ33パーセントほど大きい。この符号化は，実質的に，RFC 1421で定義されている，Privacy Enhanced Mail (PEM) アプリケーションと同等になっている。

US-ASCIIの65文字の部分集合を使用し，印字可能な一つの文字ごとに6ビットを表現可能とする。65番目の文字“=”は，特別な処理機能を意味するために使用する。

注記
この部分集合は，US-ASCIIを含むISO/IEC 646のすべての版で同一に表現されるという，重要な特性をもち，こののすべての文字は，EBCDICのすべての版でも，同一に表現される。uuencodeユティリティ，Macintoshのbinhex 4.0 [RFC-1741]及びLevel 2 PostScriptの一部として規定されるbase85符号化といった，他のよく利用される符号化は，この特性を共有せず，そのために，メール用の2値転送符号化が満たさなければならない可搬性要件を満足しない。

符号化処理は，四つの符号化文字の出力列として，入力ビットの24ビット(単位の)群(24-bit group)を表現する。左から右へと進めて，一つの24ビットの入力群が，三つの8ビット入力群を連結することによって，形成される。次に，これらの24ビットを，四つの連結された6ビット群として取り扱い，それぞれをbase64アルファベット(base64の構成単位)における単一の数字へと変換する。base64符号化を通じてビットストリームを符号化する場合，ビットストリームは，最上位ビットが先になる順番と仮定されていなければならない。すなわち，ビットストリームの最初のビットは，最初の8ビット(単位の)バイトの中の上位ビットとなり，8番目のビットは，最初の8ビット(単位の)バイトの中の下位ビットとなる，など，以下同様とする。

それぞれの6ビット群は，64個の印字可能文字の配列へのインデクスとして使われる。インデクスにより参照される文字が，出力列の中に置かれる。次の表1で識別されるこれらの文字は，広い範囲で表現可能なように選ばれ，例えば，“.”，CR，LFなどの，SMTPに対して特定の意味をもつ文字，及び例えば“-”などのJIS X 5810-2で定義されるマルチパート境界区切り子に対して特定の意味をもつ文字を除外してある。

表1 Base64アルファベット
	値
	符号
	値
	符号
	値
	符号
	値
	符号

	0
	A
	17
	R
	34
	i
	51
	z

	1
	B
	18
	S
	35
	j
	52
	0

	2
	C
	19
	T
	36
	k
	53
	1

	3
	D
	20
	U
	37
	l
	54
	2

	4
	E
	21
	V
	38
	m
	55
	3

	5
	F
	22
	W
	39
	n
	56
	4

	6
	G
	23
	X
	40
	o
	57
	5

	7
	H
	24
	Y
	41
	p
	58
	6

	8
	I
	25
	Z
	42
	q
	59
	7

	9
	J
	26
	a
	43
	r
	60
	8

	10
	K
	27
	b
	44
	s
	61
	9

	11
	L
	28
	c
	45
	t
	62
	+

	12
	M
	29
	d
	46
	u
	63
	/

	13
	N
	30
	e
	47
	v
	
	

	14
	O
	31
	f
	48
	w
	(pad)
	=

	15
	P
	32
	g
	49
	x
	
	

	16
	Q
	33
	h
	50
	y
	
	


符号化された出力ストリームは，それぞれ76文字を超えない行で表現されなければならない。すべての行区切り又は表1にない他の文字は，復号ソフトウェアによって，無視されなければならない。base64データの中の，表1以外の文字，行区切り及びその他の空白は，おそらく，ある状況では警告メッセージ又はメッセージ拒否が適切かもしれない，転送誤りを示す。

符号化されるデータの末尾において，24ビットに満たない場合には，特別な処理が実行される。本体の末尾では常に欠けることのない符号化の分量で完結する。入力群の中で，24よりも少ない入力ビットが存在する場合，値0のビットが右に追加され，6ビット群を単位とする整数倍の数へと整形される。データの末尾へのパディングは“=”文字を使って実行される。すべてのbase64入力はオクテットの整数倍の数なので，次の場合だけが発生する。 

a)
符号化入力の最後の分量が，24ビットの整数倍になっている。この場合，符号化出力の最後の単位(かたまり)は，“=”パディングなしで4文字の整数倍となる。
b)
符号化入力の最後の分量が，ちょうど8ビットになっている。この場合，符号化出力の最後の単位(かたまり)は，二つの文字に，二つの“=”パディング文字が後続したものとなる。
c)
符号化入力の最後の分量が，ちょうど16ビットになっている。この場合，符号化出力の最後の単位(かたまり)は，三つの文字に，一つの“=”パディング文字が後続したものとなる。
“=”文字はデータの最後のパディングのためだけに用いられるので，途中で切り取られなかった場合には，“=”文字の出現はデータの最後に到達した証拠とみなしてもよい。しかし，伝送されたオクテットの数が3の倍数であって“=”文字が存在しないときは，このような保証は可能ではない。

base64アルファベット以外の文字は，base64符号化データの中では，無視するのが望ましい。

正準形式に変換されていないテキストデータに対してbase64符号化を直接に適用する場合には，行区切りのために適切なオクテットを使うように注意しなければならない。特に，テキストの行区切りは，base64符号化の前に，CRLF列に変換されなければならない。実装の中には，この変換を，先行する正準化段階ではなく，符号化器によって直接に行うものもあるという点に注意することが重要である。 

注記
マルチパート実体の内部のbase64符号化本体内で，存在する可能性のある境界区切り子を引用する(quote)ことについては，心配する必要はない。これは，base64符号化では“-”(ハイフン)文字は使用されないことによる。
7
Content-ID(内容識別子)ヘッダフィールド

高機能の利用者エージェントを作成する際，ある本体が他の本体への参照を行うのを可能にすることが望まれる場合がある。それに従って，本体は，構文的にはMessage-IDヘッダフィールドと同一の，Content-IDヘッダフィールドを使ってラベル付けしてよい。


id := "Content-ID" ":" msg-id

Message-ID値と同様に，Content-ID値は，世界で一意となるように生成されなければならない。

Content-ID値は，幾つかの文脈においてMIME実体を一意に識別するために，特に，message/external-body機構によって参照されるデータをキャッシュするために使ってよい。Content-IDは一般にオプションだが，オプションのMIMEメディア型である“message/external-body”のデータを生成する実装では，その使用は必須とする。すなわち，それぞれのmessage/external-body実体は，これらデータのキャッシュ化を許すためにContent-IDフィールドをもたなければならない。

Content-ID値は，multipart/alternativeメディア型の場合には特別なセマンティクスをもつことに注意することも重要である。このことは，JIS X 5810-2において，multipart/alternativeについて扱う箇条で示される。
8
Content-Description(内容記述)ヘッダフィールド

説明的な情報を与えられた本体と関連付ける能力が，望まれることが多い。例えば，“image”本体に“スペースシャトルエンデバーの写真”といった印をつけることは役に立つかもしれない。それらテキストは，Content-Descriptionヘッダフィールドの中に置いてよい。このヘッダフィールドは，常にオプションとする。


description := "Content-Description" ":" *text
この記述(description)は，US-ASCII文字集合で与えられることを想定する。ただし，JIS X 5810-3で規定される機構を使って，非US-ASCII文字をContent-Descriptionフィールドの値としてもよい。
9
追加のMIMEヘッダフィールド
将来の規定では，種々の目的のために追加のMIMEヘッダフィールドを定義することを決定してもよい。メッセージの内容をさらに記述する新しいヘッダフィールドは，メッセージヘッダに現れるそれらフィールドを通常のRFC 822ヘッダフィールドと区別するために，文字列“Content-”で始めることが望ましい。


MIME-extension-field := <文字列“Content-”で始まる任意のRFC 822ヘッダフィールド>
10
まとめ

MIME-Versionヘッダフィールド，Content-Typeヘッダフィールド及びContent-Transfer-Encodingヘッダフィールドを使って，標準化された方法で，RFC 822に適合するメールメッセージに任意の型のデータを含ませることが可能になる。RFC 821又はRFC 822のどちらかによって課される制約に違反しない。幾つかのインターネットメール転送機構の特徴によって追加的に課される制約が引き起こす問題を避けるための注意が行なわれた。これについては，JIS X 5810-5を参照するされたい。
JIS X 5810-2では，これらのヘッダを使ってラベル付けされ及び転送されることができるメディア型の初期集合を規定する。
11
セキュリティへの考慮

セキュリティに関しては，JIS X 5810-2で論じられる。
12
原規定の著者の連絡先(参考)
原規定(RFC 2045)についての追加的な情報のために原規定(RFC 2045)の著者に連絡をとる場合には，インターネットメールを使うほうがよい。
Ned Freed

Innosoft International, Inc.

1050 East Garvey Avenue South

West Covina, CA 91790 USA

Phone: +1 818 919 3600   Fax:   +1 818 919 3614   EMail: ned@innosoft.com

Nathaniel S. Borenstein

First Virtual Holdings

25 Washington Avenue, Morristown, NJ 07960 USA

Phone: +1 201 540 8967   Fax:   +1 201 993 3032   EMail: nsb@nsb.fv.com

MIMEは，Internet Engineering Task ForceのRFC 822の拡張に関する作業グループの作業の結果である。作業グループ議長のGreg Vaudreuilには，次の連絡先によって連絡できる。
Gregory M. Vaudreuil

Octel Network Services

17080 Dallas Parkway, Dallas, TX 75248-1905 USA
EMail: Greg.Vaudreuil@Octel.Com
附属書A

（規定）

文法一覧

この附属書は，この規格で規定されるすべての構文の，完全なBNF文法を示す。

しかし，この文法は，それ自体だけでは不完全である。この文法は，RFC 822で定義される幾つかの構文規則を名前によって参照する。これらの定義をここで再び示し，二つの間で意図しない差異を生じる危険を冒すのではなく，この規定は，残りの定義については，読者にRFC 822を参照してもらうことにした。項(term。構文の中の終端子又は非終端子。)が定義されていない場合には，それは，RFC 822の定義を参照している。 


attribute := token



; 属性の合致は，



; 常に大文字・小文字を区別しない。


composite-type := "message" / "multipart" / extension-token


content := "Content-Type" ":" type "/" subtype



*(";" parameter)



; メディア型及び下位型の合致は，



; 常に大文字・小文字を区別しない。


description := "Content-Description" ":" *text


discrete-type := "text" / "image" / "audio" / "video" /



"application" / extension-token


encoding := "Content-Transfer-Encoding" ":" mechanism


entity-headers := [ content CRLF ]



[ encoding CRLF ]



[ id CRLF ]



[ description CRLF ]



*( MIME-extension-field CRLF )


extension-token := ietf-token / x-token


hex-octet := "=" 2(DIGIT / "A" / "B" / "C" / "D" / "E" / "F")



; 127より大きな文字，=，又は行末のSPACE若しくはTABには



; オクテットが使われなければならず，



; JIS X 5810-5で“mail-safe”の一覧にない文字のためには



; オクテットが推奨される。


iana-token := <公式に定義された拡張トークン。



この形式のトークンは，JIS X 5810-4で規定されるとおりに



IANAに登録されなければならない。>


ietf-token := <標準化手続きRFCによって定義され、IANAで登録された拡張トークン>


id := "Content-ID" ":" msg-id


mechanism := "7bit" / "8bit" / "binary" /



"quoted-printable" / "base64" /



ietf-token / x-token


MIME-extension-field := <文字列“Content-”で始まる



任意のRFC 822ヘッダフィールド。>


MIME-message-headers := entity-headers



fields



version CRLF



; このBNF定義が含むヘッダフィールドの順序付けは,



; 無視するほうがよい。


MIME-part-headers := entity-headers



[ fields ]



;“content-”で始まらないすべてのフィールドは,



; 定義された意味をもつことはできず，無視してよい。



; このBNF定義が含むヘッダフィールドの順序付けは,



; 無視するほうがよい。


parameter := attribute "=" value


ptext := hex-octet / safe-char


qp-line := *(qp-segment transport-padding CRLF)



qp-part transport-padding


qp-part := qp-section



; 最大長は76文字。


qp-section := [*(ptext / SPACE / TAB) ptext]


qp-segment := qp-section *(SPACE / TAB) "="



; 最大長は76文字。


quoted-printable := qp-line *(CRLF qp-line)


safe-char := <10進の値が33～60及び62～126をもつ任意のオクテット>



; さらに，JIS X 5810-5の“mail-safe”の一覧にない



; 文字も推奨しない。


subtype := extension-token / iana-token


token := 1*<SPACE，CTL，tspecialsを除く，任意の(US-ASCII) CHAR>


transport-padding := *LWSP-char



; 送信者は，長さが0ではないトランスポート



; パディングを生成してはならないが，



; 受信者は，メッセージトランスポート



; によって追加されたパディングを



; 処理できなければならない。


tspecials :=  "(" / ")" / "<" / "gt;" / "@" /



"," / ";" / ":" / "\" / <"gt;



"/" / "[" / "]" / "?" / "="



; パラメタ値内で使うため，



; quoted-stringでなければならない。


type := discrete-type / composite-type


value := token / quoted-string


version := "MIME-Version" ":" 1*DIGIT "." 1*DIGIT


x-token := <“X-”又は“x-”の2文字で始まり，空白を含まない，任意のトークン。>







(1)

（2）
（1）

